
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
問
題
を
活
用
し
て 

広げながら考える問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

・生活の場面を想定した問題設定により、解決方

法を目的に応じながら選んだり判断したりす

ることにつながり、理解が深まった。 

 

・課題設定の場面では身近な題材を扱うように意

識している。生活と学習とが関連付くように、

包括的な課題づくりを心がけている。 

 

・理科の実験では、日常生活の場面と関連付けて

予想することで、自然の事物、現象について根

拠のある仮説を立てられるようになった。 

 

 

生活と学習を関連付ける 
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・算数の学習では、図や言葉などを使って考えを

整理したり、友達に説明したりしたことで、論

理的に考える力の伸びが見られた。 

 

・見つけた原理や規則性について具体物を用いな

がら説明する活動を行ったことで、理由付けや

言葉選びができるようになった。 

組み立てながら考える問題 

根拠を明らかにして説明する 

学力調査Ⅱ１７ 

こ
の
問
題
を
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用
し
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こ
の
問
題
を
活
用
し
て 

深めながら考える場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会科や算数科ではタブレットを活用し、調べ

たことや考えたことについて、図表、写真、文

章でまとめ、発表するなど、体験を通した学び

と表現活動とを一体的に進めている。 

 

・全教科で言葉の力を高めることを意識して指導

している。特に、条件を付けて書く・要約する・

主語と述語の関係を捉える等、書くことに力を

入れている。 

目的に応じて表現する 

「リーフレット」の活用事例 

 

〇記録に残す評価と指導に生かす評価を単元計

画の中で明確にすることで、評価を指導改善に

生かす姿勢が出てきた。 

その他 

「調査問題」を活用した例 
 

〇各種テストの結果から、「根拠を明確にして説

明すること」が課題であると全職員が共通理解

している。 

 

○カリキュラム・マネジメント表に具体的な手立

てを示し、日々の授業から意識的に取り組んで

指導の改善を行っている。 

「分析と活用」の活用事例 
 

 

 

〇日々の学習課題を探究的なものにするなど、活

動に探究的な要素を盛り込むことが、子どもた

ちの解決力と他者と協働する力を高めている。 

 

 

○生活課題や特別活動など、全ての活動を探究プ

ロセスで解決することで、学習と生活との結び

付きを子どもたちが意識するようになり、主体

的に思考する姿が見られるようになった。 

学力調査Ⅱ１５ 


